
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さくらぎ 

人づくり 百文字提言 
保護者代表挨拶（要旨）  原田優子様    

子ども達が危険にさらされる事の多い昨今ですが、先生方は
じめ、地域の皆様、私達保護者の三者が協力し、この子らを優
しく、温かく見守って共に成長したいと思います。親子共々ご
指導くださるようお願いします。 

      平成２０年５月号 

Ｎｏ．２４２ 
 

桜木公民館 
     周南市城ヶ丘２－４－２１ 

ＴＥＬ 0834（28）5973 
ＦＡＸ 0834（29）0788 

sakura-ko@city.shunan.yamaguchi.jp 
 

 

 

 

さくらぎ 

mailto:sakura-ko@city.shunan.yamaguchi.jp
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４
／
９ 

桜
木
小
学
校
入
学
式 

 
 

 
 

 
 

 

入
学
児
童
６４
名 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ 

 

《
入
学
生
の
み
な
さ
ん
へ
》 

・
集
団
登
校
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
起
き
し
ま
し
ょ
う 

・
元
気
よ
く
、
い
い
顔
を
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う 

・
学
校
で
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

《
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
》 

・
地
域
や
学
校
と
可
能
な
限
り
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
、
子
ど
も
会
活
動
に
参
加
し
て
親
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
く
だ
さ
い 

＊ ホワイトデー前、かえす相手もいなくて一人さびしく登山（3/13） 

＊ 風なく 海しずか。 船も波もお休みのような春景色。 

汗 だまっていても ポタポタ（6/1） 

＊ きれいに整備して頂いてありがとうございます。初めて登りましたが、ながめが最高でした。こ

んな近くに こんな穴場があるなんて 驚きでした。（9/30） 

＊ メタボのてっちゃんです。２ヶ月前にあと少しの所でリタイア。２ヶ月間毎日少しずつ歩いて本

日リベンジ。息はあがったけど楽勝でした。また、２ヵ月後に登ってみます。（10/13） 

＊ 娘と２人で登りました。体力が落ちています。沢山の人とすれちがいました。あいさつが気持ち

よかったです。（11/25） 

どちらから来られましたか？  ※数字は件数 

【市 外】 下松 15・光・岩国各 1  【県外】長崎 2・北九州・愛知・東京各 1 

団体さま 

   下松花岡「楽山会」  セラヴィ登山隊結成記念 

徳山高専野球部  徳山サッカー部  防長山岳会 

徳山中央幼稚園  ＡＩＫＯ幼稚園年長組  あそぼう会 

光あいぱーく中年おばさんの集い  周陽いきいきクラブ  他5団体 

データバンク 

写真 1、受付け風景 

名前の確認と教室までの

案内があります 

写真 2、 

お母さんと子どもとのく

つ箱さがしが大変です 

写真 3、登校風景 

校門が近づくとだれもが

緊張します。 

写真 4、校門で記念撮影 

青
空
高
く 

 
 

鯉
が
舞
う 
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 とおの山山頂に設置している『登山記念記載帳：やまびこ 1 号、
2 号』に記載されている皆様方の温かい声をご紹介いたします。 

 

※「やまびこ」記載事項から 

平成 19 年 1 月 1 日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日 

１日平均 ： ３．５０人 
 

【 登山者の人数 】 
平成 16 年 1 月 1 日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日 

１日平均 ： ５．５３人 
平成 17 年 1 月 1 日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日 

１日平均 ： ２．２８人 
平成 18 年 1 月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日 

１日平均 ： ３．２７人 
 

 

 

 

運
営
委
員
さ
ん
に
よ
る 

《
リ
レ
ー
方
式
》 

 

 

今
年
度
か
ら
講
座
の
仲
間
入
り
し
た
「
フ

ラ
ダ
ン
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

最
近
で
は
、
映
画
（
フ
ラ
ガ
ー
ル
）
の
ヒ

ッ
ト
も
あ
り
、
す
っ
か
り
お
馴
染
み
に
な
っ

た
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す
が
、
ご
存
知
の
と
お
り
、

発
祥
は
ハ
ワ
イ
で
す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
ハ

ワ
イ
で
当
時
使
わ
れ
て
い
た
『
手
話
』
が
元

に
な
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
、
村
岡
千
枝
子
先
生 

現
在
会
員

２７
名
で
す
。 

人
生
に
は
思
い
が
け
ず
日
常
を
変
え
ら
れ

る
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
す
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
花
、
風
、
月
、
星
、
そ

し
て
人
の
心
を
音
楽
に
合
せ
て
腰
や
手
足
を

し
な
や
か
に
、
優
雅
に
動
か
し
表
現
し
て
い

く
踊
で
す
。
そ
こ
に
は
、
あ
な
た
が
驚
く
よ

う
な
可
能
性
と
心
の
豊
か
さ
、
女
性
ら
し
さ

の
発
見
が
あ
る
か
も
・
・
・
？
！ 

（ 

運
営
委
員 

宮
本 

寿
美
江 

） 

 

※
講
座
開
催
日 

第
二
・
四
水
曜
日 

 

１３
時
～
１４
時
３０
分 

 



   公民館だより   【 さ く ら ぎ 】   Ｎｏ.２４２   平成２０年 ５月 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 

俳
句
コ
ー
ナ
ー 

》 

・野
仏
に 

 た
ん
ぽ
ぽ
の
絮 わ

た 

か
ら
み
舞
ふ 

・子
の
守
り
は 

 

夫
に
任
せ
て 

母
の
日
や 

・赤
々
と 

 漁
船
染
め
て 

春
夕
日 

・紫
雲
英

げ

ん

げ

野
を 

 

故
郷

さ

と

に
探
し
て 

摘
み
束
ぬ 

・水
溜
め
て 

 

朝
日
に
零
る 

葱
坊
主 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（一
洋
） 

【 

雑
記
帳 

】 
 

 

「
水
辺
ま
で
馬
を
誘
導
す
る
の
は
た
や
す
い
が
、

馬
に
水
を
飲
ま
す
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
る
。」 

こ
れ
は
、
中
国
の
古
い
言
葉
だ
そ
う
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
諺
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の
難
し
さ
～

人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
～
は
、
ど
こ

の
国
も
同
じ
よ
う
で
す
。 

 
 

女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
小
出
義
雄
監
督
は
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
有
森
裕
子
選
手
、
シ
ド
ニ

ー
五
輪
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
高
橋
尚
子
選
手
を
育
て
た

こ
と
で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。 

二
人
と
も
最
初
か
ら
優
れ
た
選
手
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
ペ
タ
ペ
タ
走
り
の
丌
器
用
な
選
手
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
小
出
監
督
は
二
人
の
長
所
を
見
抜
き
、

有
森
選
手
に
は
「
坂
道
の
下
り
方
が
う
ま
い
」
と
言

い
、
高
橋
選
手
に
は
「
腕
の
振
り
方
が
う
ま
い
」
と

ほ
め
る
こ
と
で
、『
馬
に
水
を
飲
む
気
に
さ
せ
た
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
、
メ
ダ

ル
獲
得
後
、
小
出
監
督
か
ら
独
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
は
、『
自
分
で
水
を
飲
む
力
』
を
学
び
と
っ

て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

桜
木
公
民
館
に
は
、
２０
年
以
上
続
く
講
座
が
１２
も

あ
り
ま
す
。
２０
年
も
同
じ
勉
強
を
続
け
て
い
る
達
人

が
、
５０
人
は
お
ら
れ
る
勘
定
で
す
。
外
か
ら
不
え
ら

れ
る
「
ア
メ
と
ム
チ
」
で
は
な
く
て
、
自
分
の
内
か

ら
湧
き
出
る
「
や
る
気
」
の
奥
義
を
、
ぜ
ひ
ご
教
授

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

    さくらぎカレンダー  
 

  １日（木） 講座運営委員会（9:30～10:30） 

１１日（日） 地区コミュニティ総会（18:00） 

１３日（火） 地区社協総会（13:00） 

１７日（土） 地区婦人会総会（9:30） 

｢サクラギソウ｣（和名）とは珍しい。いかにも桜
木地区に縁がありそうな名のついた花です。今、桜
木公民館で見事に咲いています。フクロナデシコ、
又は、シレネの名でご存知の花だと思います。地中
海沿岸が原産地ですが、花びらの形や色が桜に似て
います。花弁の下にある縦縞模様のふっくらとした
大きな袋に親しみを感じます。 

 

～絶景かな 
絶景かな～ 
 

 桜木公民館二階の和室から鑑
賞する桜は、正に絶品。「これぞ、
桜！」です。 
 二階の窓を覆い隠す無数の花
びらは迫力満点。一様に「ウワ
～ッ！！！」と感嘆の声があが
ります。 
 （写真・1）玄関掲示板の「花
だより」に誘われ、二階和室の
「特別桟敷席」で花に酔われる
人、人、人。 
 （写真・2）目線の高さに迫
る花のオーラに魅せられてか、
心静かに、穏やかに退席されま
す。花に酔い、感極まって、障
子には桜の花びらが残されてい
ました。 

（サクラマンテマ） 


